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・有害なフロンガス類も回収します�

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施

行
に
伴
い
、ゴ
ミ
の
出
し
方
が

変
わ
り
ま
す
。�

　
家
電
４
品
目
（
冷
蔵
庫
・
洗

濯
機
・
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
）が
、

粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
出
せ
る
の
は
、�

▽
環
境
対
策
課
へ
電
話
で
回
収

　
を
申
し
込
む
場
合
は
　
月

　
15�
日
（木）
ま
で�

▽
春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ

　
ラ
ザ
へ
個
人
で
持
ち
込
む
場

　
合
は
3
月
30
日
（金）
ま
で�

と
な
り
ま
す
。�

不要になった家電製品�
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現
代
人
は
、
ゴ
ミ
製
造
機
!?

使
い
捨
て
の
生
活
に
す
っ
か
り
慣
れ

て
し
ま
っ
た
現
代
の
私
た
ち
。
物
を
大

切
に
使
う
習
慣
も
薄
れ
、
家
電
製
品
も

ど
ん
ど
ん
使
い
捨
て
さ
れ
て
い
ま
す
。

故
障
し
た
家
電
製
品
は
、
修
理
す
る

よ
り
も
買
い
換
え
る
ほ
う
が
、
手
間
も

か
か
ら
ず
費
用
も
安
く
済
む
と
、
安
易

に
使
い
捨
て
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
捨
て
ら
れ
た
家
電
製
品
は
、
大

部
分
が
埋
め
立
て
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
の
ペ
ー
ス
で
廃
棄
物
の
処
理
を
続

け
れ
ば
、
埋
め
立
て
処
理
場
は
８
・
５

年
（
全
国
平
均
）
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ま
ま
資
源
を
使
い
続
け

る
と
、
そ
の
資
源
の
大
半
が
、
今
世
紀

中
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
も

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
日
市
の
場
合
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
た
家

電
製
品
な
ど
は
、
粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
、

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
埋

め
立
て
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
埋

め
立
て
処
理
場
も
あ
ま
り
余
裕
が
な
く
、

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
後
の
処
分
場
を
ど

う
す
る
か
大
変
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

の
で
す
。

な
ん
と
か
し
な
く
ち
ゃ
ゴ
ミ
問
題

基
本
は
、
私
た
ち
自
身
が
、
無
駄
な

買
い
物
を
し
な
い
、
物
を
大
切
に
す
る

な
ど
、
今
の
使
い
捨
て
や
大
量
消
費
の

生
活
を
改
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
い
く
ら
努
力
し
て
も
、
ど

う
し
て
も
出
る
の
が
ゴ
ミ
。
そ
こ
で
こ

の
ゴ
ミ
を
、
い
か
に
環
境
へ
の
影
響
が

少
な
く
な
る
よ
う
処
理
す
る
か
が
、
大

切
に
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
を
い
か
に
処
理
す
る
か

現
在
捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
の
中
に

も
、
ま
だ
ま
だ
資
源
と
し
て
有
効
に
使

え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
資
源
ゴ
ミ
を
、
有
効
活
用
す
る

こ
と
で
、
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
そ
こ
で
４
月
か
ら
、

家
電
４
品
目
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
（
特
定
家
庭
用
機
器

再
商
品
化
法
）が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
家
庭
か
ら
出
さ

れ
た
ゴ
ミ
は
、
基
本
的
に
は
各

市
町
村
が
収
集
し
処
理
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
粗
大

ゴ
ミ
の
中
に
は
大
型
で
重
く
、

非
常
に
固
い
部
品
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
処
理
が
困
難
な
も

の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
家
電

製
品
は
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の

が
多
く
、
再
利
用
で
き
る
資
源

が
多
く
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
部
分
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

そ
こ
で
廃
棄
物
の
減
量
と
資

源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す�

家
庭
用
の
エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫
、テ
レ
ビ
、洗
濯
機
の
家
電
４
品
目
が
対
象
で
す�

こ
の
ま
ま
じ
ゃ
大
変

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
ゴ
ミ
事
情

Ｑ

対
象
と
な
る
も
の
は
？

Ａ

①
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
、
②
家
庭
用

冷
蔵
庫
、
③
家
庭
用
洗
濯
機
、
④
ブ

ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
の
家
電
４
品
目

が
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

ど
こ
に
依
頼
し
た
ら
い
い
の
？

Ａ

家
電
製
品
を
購
入
し
た
小
売
業
者

か
、
新
し
く
買
い
替
え
を
す
る
購
入

店
に
引
き
取
り
を
依
頼
し
ま
す
。
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
中
古
品

の
購
入
の
場
合
も
同
じ
取
り
扱
い
に

な
り
ま
す
。

そ
の
後
、依
頼
を
受
け
た
業
者
が
、

自
宅
ま
で
家
電
製
品
を
引
き
取
り
に

来
ま
す
。
引
き
取
っ
た
家
電
製
品
は

メ
ー
カ
ー
に
引
き
渡
さ
れ
ま
す
。

Ｑ

小
売
業
者
に
連
絡
が
と
れ
な
い
場

合
は
？

Ａ

遠
方
へ
引
越
し
た
場
合
や
小
売
店

が
廃
業
し
た
場
合
な
ど
で
小
売
業
者

に
引
き
取
っ
て
も
ら
え
な
い
場
合
は
、

市
の
収
集
許
可
業
者
に
直
接
回
収
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

お
金
は
か
か
る
の
？

Ａ

リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
必
要
な
、

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収
集
運
搬
料
金

は
消
費
者
（
排
出
す
る
人
）
が
負
担

し
ま
す
。

料
金
は
、
家
電
製
品
を
引
き
取
っ

て
も
ら
う
と
き
に
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
控
え
と
し
て
「
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
券
」の
写
し
が
渡
さ
れ
ま
す
。

消
費
者
は
、こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
券
で
、

小
売
業
者
が
き
ち
ん
と
収
集
・
運
搬

を
行
っ
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
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・家電4品目を小売業者に引き�
　取ってもらいます。�
・収集・運搬料金とリサイクル�
　料金を支払います。�

自らが過去に販売した家電4品目、�
または買い換えの際に、消費者から�
同種の家電4品目の引き取りを依頼�
されたときにそれを引き取り、製造�
業者に引き渡します。�

自らが製造した家電4品目を引き�
取り、家電リサイクル法に基づき�
定められた基準に従ってリサイク�
ルします。�

みんなで協力し合って家電リサイクルに取り組もう�

使った人�

作った人� 売った人�

家電4品目�

新製品として�
再生されます�

Ｑ

引
き
取
ら
れ
た
家
電
製
品
は
ど
う

な
る
の
？

Ａ

家
電
メ
ー
カ
ー
に
引
き
取
ら
れ
た

家
電
製
品
は
、
再
商
品
化
で
き
る
部

分
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

①
使
え
る
部
品
は
再
び
製
品
に
使
わ

れ
ま
す
。

②
金
属
や
ガ
ラ
ス
な
ど
は
、
再
び
製

品
の
原
料
に
な
り
ま
す
。

③
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
で
、
再
利
用

で
き
な
い
物
は
、
燃
料
に
な
り
ま

す
。

④
フ
ロ
ン
ガ
ス
類
は
、
回
収
さ
れ
、
分

解
処
理
ま
た
は
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

⑤
再
商
品
化
で
き
な
い
部
分
は
、
産

業
廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ
ま
す
。

Ｑ

ど
の
く
ら
い
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
？

Ａ

現
在
、
日
本
の
一
般
廃
棄
物
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
、
わ
ず
か
10
％
程
度

で
す
。

そ
こ
で
、家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、

４
品
目
に
つ
い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
率

の
目
標
値
を
50
〜
60
％
以
上
と
定
め

て
い
ま
す
。

こ
の
再
商
品
化
率
は
、
今
後
徐
々
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

３
月
31
日
ま
で
の

家
電
４
品
目
の
取
り
扱
い

家
電
４
品
目
を
、
環
境
対
策
課
へ
電

話
で
回
収
を
申
し
込
む
場
合
は
３
月
15

日
�
ま
で
、
春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
へ
個
人
で
持
ち
込
む
場
合
は
３

月
30
日
�
ま
で
と
な
り
ま
す
。

21
世
紀
は
、
環
境
の
世
紀
と
も
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
環
境
問
題
は
最
も
重
要

な
課
題
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
型
の
社

会
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
こ
と
は
、
誰

の
目
に
も
明
ら
か
で
す
。
こ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
消
費
者
、
小
売

業
者
、
生
産
者
が
力
を
あ
わ
せ
て
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

未
来
に
美
し
い
環
境
を
残
す
た
め
に
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

�
（
584
）
１
１
２
４

△九州一円の家電製品は、
北九州市にある、西日本家
電リサイクルセンター㈱で
処理されます。
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障
害
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
そ
の
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

障
害
の
種
類
と
程
度
に
応
じ
て
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
、重
度
の
障
害
の
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
人

○
障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
、重
度
の
障
害
の
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
人

○
春
日
市
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
人

▽
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
も
ら
っ
て

い
る
人

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
人

※

い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
な
ど
に
入

所
中
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い

て
は
、
入
院
が
３
か
月
を
超
え
る
と

受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

身
体
上
の
障
害
を
補
う
用
具
が
も
ら

え
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
修
理
も
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ
た

費
用
が
か
か
り
ま
す
。

○
補
装
具
の
種
類

義
肢
、
車
い
す
、
義
眼
、
補
聴
器
、

ス
ト
マ
用
装
具
な
ど

日
常
生
活
を
行
い
や
す
く
す
る
た
め
、

い
ろ
ん
な
用
具
が
も
ら
え
ま
す
。
た
だ

し
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ
た
費
用
が
か

か
り
ま
す
。

○
日
常
生
活
用
具
の
種
類
（
一
例
）

▽
視
覚
障
害
者

盲
人
用
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
盲

人
用
時
計
、
拡
大
読
書
器
な
ど

▽
聴
覚
障
害
者

屋
内
信
号
装
置
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

文
字
放
送
デ
コ
ー
ダ
ー
な
ど

▽
下
肢
・
体
幹
機
能
障
害
者

特
殊
寝
台
、
入
浴
補
助
用
具
、
歩

行
支
援
用
具
（
手
す
り
等
）
な
ど

▽
知
的
障
害
者

電
磁
調
理
器
、
特
殊
便
器
な
ど

※

そ
れ
ぞ
れ
障
害
等
級
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。

重
度
の
障
害
の
た
め
日
常
生
活
を
営

む
の
に
支
障
が
あ
る
人
の
家
庭
に
対
し
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
日
常
生

活
の
支
援
を
し
ま
す
。

○
サ
ー
ビ
ス
内
容

▽
身
体
介
護

お
む
つ
交
換
、
食
事
介
護
、
入
浴

介
護
な
ど

▽
家
事
援
助

部
屋
の
掃
除
、
衣
類
の
洗
濯
、
買

障
害
者
の
手
当
の
支
給

補
装
具
の
交
付
・
修
理

日
常
生
活
用
具
の
給
付

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

に
は
、
障
害
の
種
類
や
程
度
な
ど
を
証

明
す
る
手
帳
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

次
の
障
害
が
あ
る
人
に
は
、
県
知
事

か
ら
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳

聴
覚
障
害
、
視
覚
障
害
、
平
衡
機
能

障
害
、
音
声
・
言
語
・
そ
し
ゃ
く
機
能

障
害
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
機
能
障
害
、

肢
体
不
自
由
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
な
ど
が
あ
り
、

身
体
に
永
続
す
る
障
害
が
あ
る
人

○
療
育
手
帳

発
達
期
（
18
歳
ぐ
ら
い
ま
で
）
に
お

い
て
何
ら
か
の
原
因
で
知
的
障
害
を
も

つ
よ
う
に
な
っ
た
人

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

精
神
分
裂
病
、
そ
う
う
つ
病
、
非
定

型
性
精
神
病
、
て
ん
か
ん
、
中
毒
性
精

神
病
、
器
質
精
神
病
、
そ
の
他
の
精
神

疾
患
の
た
め
、
長
期
に
わ
た
り
日
常
生

活
、
社
会
生
活
へ
の
制
約
が
あ
る
人

※

手
帳
交
付
の
手
続
き
な
ど
詳
し
く

は
、
市
高
齢
障
害
課
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

い
物
な
ど

▽
相
談
・
助
言

生
活
、
身
上
、
介
護
に
関
す
る
こ

と

※

利
用
料
金
は
時
間
制
で
、
生
計
中

心
者
の
所
得
税
額
に
応
じ
た
負
担
が

あ
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い

る
人
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
や
西
鉄
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
の
運
賃
を
割
引
き
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

切
符
を
買
う
と
き
に
手
帳
を
見
せ
て

く
だ
さ
い
。

※

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
税
の
控
除
や
、

航
空
運
賃
の
割
引
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
担
当

�
（
584
）
１
１
１
１

5
（
584
）
１
１
５
４

旅
客
運
賃
の
割
引
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日
時

３
月
２
日
�

▽
開
場
　
午
後
６
時

▽
開
演
　
午
後
６
時
30
分

会
場

さ
ざ
ん
ぴ
あ
博
多
（
福
岡
市
博

多
区
南
本
町
２
―
３
―
１
）

内
容

木
管
・
金
管
・
打
楽
器
ア
ン
サ

ン
ブ
ル

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

陸
上
自
衛
隊
第
４
音

楽
隊
企
画
室

�
（
591
）
１
０
２
０

日
時

３
月
９
日
�

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
（
福
岡
市
中
央
区
天
神

１
―
１
―
１
）

曲
目

新
世
紀
の
た
め
の
フ
ァ
ン
フ
ァ

ー
レ
、
九
州
民
謡
に
よ
る
組
曲

「
風
の
詩
」
ほ
か

※

入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

西
部
航
空
音
楽
隊
広

報
係

�
（
581
）
４
０
３
１

福
岡
地
域
の
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公

共
職
業
安
定
所
）
に
よ
る
合
同
面
談
会

で
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
は
複

数
の
履
歴
書
を
持
っ
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時

２
月
21
日
�

▽
受
付
　
午
後
０
時
30
分
〜
３
時

▽
面
接
　
午
後
１
時
10
分
〜
４
時

会
場

福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
８
階

Ａ
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
博
多
区
博

多
駅
前
２
―
10
―
19
）

※
　
学
生
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

参
加
企
業

40
社
程
度

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

南�
（
513
）
８
６
０
９

だ
れ
に
で
も
で
き
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
大
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

３
月
11
日
�
　
午
前
９
時
30
分

〜
（
受
付
　
午
前
９
時
〜
）

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育

館

対
象

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

部
門

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

30
歳
以
上
の
男
女
各
１
人
と
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
２
人
（
家
族
で
な
く

て
も
よ
い
）

▽
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
ブ
ロ
ン
ズ
ク
ラ
ス

40
歳
未
満
の
女
性
４
人

▽
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス

40
歳
以
上
の
女
性
４
人

▽
ミ
ッ
ク
ス
の
部
ブ
ロ
ン
ズ
ク
ラ
ス

40
歳
未
満
の
男
女
各
２
人

▽
ミ
ッ
ク
ス
の
部
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス

40
歳
以
上
の
男
女
各
２
人

※
　
交
代
競
技
者
は
４
人
ま
で
で
す
。

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
代
表
者
の

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
チ

ー
ム
名
、
部
門
（
ク
ラ
ス
）
を

記
入
し
、
２
月
27
日
�
（
必
着
）

ま
で
に
申
し
込
む
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
「
市
民
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
係
（
〒
816

―
０
８
３
１
大
谷
６
―
28
）

�
（
571
）
３
２
３
４

春日市役所（�584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

はがきに縦書き、白黒で濃い
めにはっきりと描いて、表に住
所、氏名、電話番号を書いて送
ってください。ペンネームも可
（掲載した人には図書券５００円
分を進呈）。

あなたのイラスト募集中

催
　
　
し

t

お
に
さ
ん
こ
ち
ら

ペ
ン
ネ
ー
ム

に
き
び
は
、
毛
穴
の
慢
性
炎
症
で
、

昔
か
ら
「
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
10
代
か
ら
20
代
前
半

の
人
た
ち
だ
け
の
も
の
と
考
え
ら
れ
が

ち
で
し
た
が
、
ひ
た
い
や
眉
、
眉
と
鼻

す
じ
に
か
け
た
い
わ
ゆ
る
Ｔ
ゾ
ー
ン
に

発
症
す
る
思
春
期
の
に
き
び
に
比
べ
、

頬ほ
お

、
下
あ
ご
か
ら
首
な
ど
に
発
症
す
る

20
代
後
半
か
ら
30
代
に
か
け
て
の
発
症

も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

に
き
び
は
、
皮
膚
表
面
の
角
質
層
が

厚
く
な
り
、
毛
穴
に
皮
脂
が
詰
り
、
皮

脂
を
好
む
に
き
び
菌
の
繁
殖
に
よ
る
免

疫
炎
症
反
応
と
、
こ
の
に
き
び
菌
が
出

す
酵
素
に
よ
り
皮
脂
が
分
解
し
て
生
じ

る
脂
肪
酸
に
よ
る
炎
症
反
応
で
発
生
し

ま
す
。

に
き
び
の
治
療
方
法
は
、
第
一
に
角

質
を
薄
く
す
る
こ
と
、
第
二
に
菌
の
増

殖
を
抑
え
、
皮
脂
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

で
す
。

以
前
か
ら
、
洗
顔
、
油
性
の
化
粧
品

を
避
け
る
、
抗
生
剤
の
外
用
、
内
服
に

よ
り
炎
症
を
抑
え
る
な
ど
の
治
療
方
法

は
あ
り
ま
し
た
が
、
フ
ル
ー
ツ
酸
な
ど

の
化
学
物
質
を
使
っ
て
角
質
を
薄
く
す

る
治
療
方
法（
ケ
ミ
カ
ル
ピ
ー
リ
ン
グ
）

は
、
毛
穴
に
皮
脂
や
角
質
が
つ
ま
っ
て

大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
面
皰

め
ん
ぽ
う

を
除
去
す
る

の
に
も
大
変
有
効
で
す
。

こ
の
ケ
ミ
カ
ル
ピ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る

治
療
方
法
は
、
最
近
日
本
で
も
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

作
業
機
序
（
働
く
仕
組
み
）
は
、
�
化

学
物
質
の
薬
効
�
バ
リ
ア
機
能
と
し
て

の
角
質
層
の
破
壊
に
よ
る
薬
剤
の
浸
透

力
が
高
ま
る
�
角
質
層
破
壊
に
よ
る
皮

膚
深
層
レ
ベ
ル
か
ら
の
組
織
再
生
な
ど

の
働
き
を
応
用
し
た
も
の
で
す
。

陸
上
自
衛
隊
第
４
音
楽
隊

室
内
楽
演
奏
会

98

サ
ク
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

橋
爪

は

し

づ

め

民
子

た

み

こ

ケ
ミ
カ
ル
ピ
ー
リ
ン

グ
の
”に
き
び
”
へ
の

応
用
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

西
部
航
空
音
楽
隊

第
37
回
定
期
演
奏
会

営
業
職
・
販
売
職

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
合
同
面
談
会
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初
心
者
で
つ
く
る
水
泳
の
サ
ー
ク
ル

で
す
。
も
っ
と
上
達
し
た
い
人
は
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

一
緒
に
楽
し
く
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。

日
時

毎
週
金
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６
―
28
）

会
費

月
額
２
千
円
〜
３
千
円

対
象

15
ｍ
程
度
泳
げ
る
人

問
い
合
わ
せ
先

古
澤

ふ
る
さ
わ

�
（
596
）
４
６
６
２
（
5
兼
用
）

県
営
住
宅
の
空
家
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

申
込
期
間

３
月
１
日
�
〜
12
日
�

募
集
す
る
住
宅

空
き
家
の
あ
る
県
内

の
新
築
ま
た
は
既
存
県
営
住
宅

※

詳
し
く
は
、
募
集
案
内
書
を
見
て

く
だ
さ
い
。
募
集
案
内
書
は
、
申
込

期
間
中
、
市
厚
生
課
と
西
出
張
所
に

も
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
住
宅

供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

�
（
781
）
８
０
６
６

春日市役所（�584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

t
八
尋

や

ひ

ろ

早
紀

さ

き

さ
ん

t

イ
ヴ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

慎
太
郎

ペ
ン
ネ
ー
ム

温
水
プ
ー
ル
ス
イ
ミ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

メ
ン
バ
ー
募
集

募
集
人
員

い
ず
れ
も
若
干
名

採
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
14
年
３

月
31
日

申
込
期
限

２
月
28
日
�

申
込
方
法

市
指
定
の
履
歴
書
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書

類
と
一
緒
に
、
こ
ど
も
未
来
課

に
直
接
提
出
す
る

添
付
書
類

▽
保
育
士

保
育
士
資
格
証
明
書
の
写
し

▽
調
理
員

調
理
師
ま
た
は
栄
養
士
免
許
の
写
し

面
接
日

３
月
３
日
�

※

勤
務
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来

課
保
育
所
担
当

募
　
　
集

小
・
中
学
校
校
務
員

市
立
保
育
所

保
育
士
・
調
理
員

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
人
員

若
干
名

採
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
14
年
３

月
31
日
（
６
か
月
間
採
用
後
、

１
回
の
み
更
新
）

勤
務
日

月
〜
金
曜
日
（
運
動
会
な
ど

の
行
事
で
日
曜
勤
務
あ
り
）

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時

※
　
学
校
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す
。

勤
務
内
容

学
校
施
設
の
管
理
や
連
絡

業
務
な
ど

賃
金

日
額
６，

４
０
０
円
（
社
会
保

険
、
厚
生
年
金
あ
り
）

申
込
期
限

３
月
２
日
�

申
込
方
法

市
指
定
の
「
臨
時
職
員
登

録
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
学
校
教
育
課
に
直
接
提

出
す
る

※
　
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

学
校
教
育
担
当

海
外
で
病
院
に
か
か
る
と

平
成
13
年
１
月
１
日
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
法
の
改
正
で
、
海
外
の
病
院
に

か
か
っ
た
場
合
、
帰
国
後
に
申
請
す
れ

ば
、
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
療
養
費
は
日
本
国
内
で
の

保
険
適
用
の
範
囲
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
治
療
目
的
で
渡
航
し
た
場
合

の
療
養
費
な
ど
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

支
払
い
の
手
続
き
は
？

国
保
年
金
課
の
窓
口
で
療
養
費
支
給

申
請
書
を
記
入
し
、
現
地
の
病
院
が
発

行
し
た
診
療
内
容
明
細
書
、
領
収
明
細

書
を
添
付
し
て
申
請
し
ま
す
。

※

こ
れ
ら
の
添
付
書
類
の
用
紙
は
国

保
年
金
課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
渡

航
前
に
受
け
取
り
、
持
っ
て
い
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
添
付
書
類
が
外
国
語
で
書

か
れ
て
い
る
場
合
は
、
翻
訳
者
の
氏

名
、
住
所
が
記
入
さ
れ
て
い
る
日
本

語
の
翻
訳
文
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
国
保
年
金
課
国
保
担
当
）

海
外
療
養
費

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
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市
が
行
う
３
歳
児
健
診
の
歯
科
健
診

に
、
乳
歯
の
多
く
を
虫
歯
に
し
て
く
る

子
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

虫
歯
に
し
な
い
た
め
に
は
、
乳
児
の

こ
ろ
か
ら
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
親
な
ど
、
直
接
、
赤
ち
ゃ
ん

の
世
話
を
す
る
人
が
、
自
分
の
虫
歯
や

歯
周
病
を
き
ち
ん
と
治
療
し
、
口
の
中

を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら

大
人
か
ら
虫
歯
菌
が
う
つ
る
場
合
が
あ

る
か
ら
で
す
。

①
よ
く
か
む
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

軟
ら
か
い
離
乳
食
を
い
つ
ま
で
も

与
え
ず
、
月
齢
に
応
じ
て
徐
々
に
固

い
も
の
を
増
や
し
、
か
み
ち
ぎ
る
こ

と
を
覚
え
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
９
〜
10

か
月
ご
ろ
か
ら
、
適
度
な
固
さ
の
棒

状
に
切
っ
た
野
菜
を
食
べ
さ
せ
る
の

も
良
い
で
し
ょ
う
。
離
乳
食
を
口
の

中
へ
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
こ
と
も
大

切
で
す
。

②
コ
ッ
プ
で
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

哺ほ

乳
び
ん
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う

哺
乳
び
ん
で
だ
ら
だ
ら
飲
む
と
虫

歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
10
か

月
ご
ろ
に
な
れ
ば
、
乳
児
は
両
手
で

コ
ッ
プ
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

お
茶
な
ど
を
入
れ
て
、
コ
ッ
プ
で
飲

む
練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。
上
手
に
な

っ
た
ら
、
哺
乳
び
ん
は
卒
業
で
す
。

③
ジ
ュ
ー
ス
類
は
控
え
ま
し
ょ
う

乳
酸
飲
料
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
、
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
は
控
え
、
の
ど
が
乾
い

た
ら
お
茶
を
与
え
ま
し
ょ
う
。
お
茶

が
わ
り
に
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ま
せ
る
の

は
禁
物
で
す
。
ま
た
、
ジ
ュ
ー
ス
類

が
常
に
冷
蔵
庫
な
ど
に
入
っ
て
い
れ

ば
、
子
ど
も
は
欲
し
が
り
ま
す
。
買

い
置
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
お
菓
子
は
質
と
量
を
考
え
て

お
菓
子
の
味
を
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

覚
え
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
、
あ
め
、
ビ
ス
ケ

ッ
ト
、
ガ
ム
な
ど
を
好
き
な
だ
け
与

え
て
い
る
と
、
虫
歯
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
甘
い
飲
み
物
や
甘
い
お
菓

子
を
与
え
過
ぎ
る
と
、
食
事
が
き
ち

ん
と
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

お
菓
子
を
与
え
る
場
合
は
、
そ
の

量
と
時
間
を
決
め
て
、
与
え
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

虫
歯
に
な
り
に
く
い
甘
味
料
が
使

わ
れ
て
い
る
商
品
も
あ
り
ま
す
。
う

ま
く
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

⑤
定
期
的
に
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
を

歯
科
医
院
な
ど
で
、
虫
歯
の
チ
ェ

ッ
ク
や
定
期
的
な
フ
ッ
素
塗
布
、
親

が
行
う

”し
あ
げ
磨
き
“
の
方
法
の

指
導
な
ど
を
受
け
る
こ
と
も
大
事
な

こ
と
で
す
。

ま
た
、
市
で
も
、
乳
幼
児
の
歯
の

健
康
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
や

歯
み
が
き
の
方
法
に
つ
い
て
指
導
す

る
「
歯
み
が
き
教
室
」
を
開
い
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
は
、
偶
数
月
は
１
歳
未

満
の
子
を
も
つ
親
を
、
奇
数
月
は
１

歳
以
上
の
子
を
も
つ
親
を
対
象
に
行

い
ま
す
。

健
康
課
保
健
婦
　
宮
川

み
や
が
わ

は
つ
枝え

こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す�

女
性
の
人
権
を
踏
み
に
じ
る
暴
力
が

な
ぜ
起
き
る
の
か
、
そ
し
て
社
会
・
個

人
が
ど
ん
な
解
決
策
を
探
っ
て
い
け
ば

い
い
の
か
、
な
ど
を
考
え
る
公
開
講
座

で
す
。

参
加
は
無
料
で
、
手
話
通
訳
も
あ
り

ま
す
。

日
時

３
月
１
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ク
ロ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
―
１
―
７
）

講
師

戒
能

か
い
の
う

民
江

た

み

え

さ
ん
（
お
茶
の
水
女

子
大
学
生
活
科
学
部
教
授
）

定
員

３
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」
事
業

課�
（
584
）
１
２
６
１

5
（
584
）
１
２
６
２

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
級
課
程
養
成
研

修
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

県
内
居
住
者
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
２
級
課
程
修
了
後
１
年
以

上
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活

動
し
た
人

受
講
料

12
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
）

定
員

50
人

研
修
内
容

▽
講
義
20
日
（
86
時
間
30
分
）

▽
実
技
13
日
（
67
時
間
）

▽
実
習
14
日
（
84
時
間
）

研
修
開
始
日

４
月
11
日
�

研
修
会
場

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支

部
（
実
習
は
県
内
の
各
施
設
）

申
込
期
限

２
月
28
日
�
（
当
日
消
印

有
効
）

申
込
方
法
（
往
復
ハ
ガ
キ
）

▽
往
信
面
に
、
①
研
修
会
場
名
②
住
所

③
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
④
性
別
⑤
生

年
月
日
⑥
電
話
番
号
⑦
勤
務
先
住
所

・
名
称
⑧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課

程
修
了
番
号
（
発
行
年
月
日
・
発
行

者
名
）
⑨
経
験
年
数
⑩
勤
務
先
の
証

明
印
を
記
入
（
現
在
勤
務
し
て
い
な

い
人
は
、
⑦
は
過
去
の
勤
務
先
を
記

載
し
、
⑩
は
不
要
）

▽
返
信
面
の
上
半
分
に
、
自
分
の
住
所

・
氏
名
・
郵
便
番
号
を
横
書
き
で
記

入
す
る

※

選
考
の
結
果
は
、
３
月
中
旬
ま
で

に
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

日
本
赤
十
字

社
福
岡
県
支
部
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
担
当
係
（
〒
815
―
８
５
０
３

福
岡
市
南
区
大
楠
３
―
１
―
１
）

�
（
523
）
１
１
７
１

公
開
講
座
　
「
女
性
・
暴
力
・

人
権
〜
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
防
止
へ
向
け
た
法

制
度
の
整
備
に
つ
い
て
〜
」

赤
十
字
訪
問
介
護
員
養
成
研
修

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
級
課
程
」

受
講
生
募
集

講
演
・
講
座

虫
歯
に
な
ら
な
い
た
め
に
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人
口
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
救
急
法
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
習

会
で
す
。

期
間

３
月
16
日
�
〜
18
日
�

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　

会
場

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

定
員

50
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

対
象

15
歳
以
上
の
健
康
な
人

講
習
内
容

▽
応
急
手
当
の
基
本
▽
人

口
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
▽

止
血
と
傷
の
手
当
▽
骨
折
の
処

置
▽
包
帯
法
▽
運
搬
法
な
ど

受
講
料

３，

０
０
０
円

申
込
方
法

返
信
用
封
筒
（
住
所
、
氏

名
を
書
い
て
、
80
円
切
手
を
は

る
）
を
添
え
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
職
業
、
「
福
岡
会

場
」
と
明
記
し
て
郵
便
で
申
し

込
む

※

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
場
合
は
、
自

分
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
も
書
い
て
く
だ
さ

い
。
後
日
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
返
信
し
ま
す
。

（
返
信
用
封
筒
は
不
要
で
す
）

申
込
期
限

３
月
１
日
�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

日
本
赤
十
字

社
福
岡
県
支
部
（
〒
815
―
８
５

０
３
福
岡
市
南
区
大
楠
３
―
１

―
１
）

�
（
523
）
１
１
７
１

5
（
521
）
２
５
５
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://w

w
w
.fu
ku
oka.jrc.or.jp

/

春
日
市
中
国
語
研
究
会
に
よ
る
、
中

国
語
会
話
の
講
座
で
す
。

期
間

４
月
〜
平
成
14
年
３
月

コ
ー
ス
・
開
講
日
（
時
間
）

▽
入
門
コ
ー
ス
　
毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
40
分

▽
中
級
実
践
会
話
コ
ー
ス
　
毎
週
金
曜

日
　
午
後
７
時
50
分
〜
９
時

▽
上
級
会
話
コ
ー
ス
　
毎
週
火
曜
日

午
後
７
時
50
分
〜
９
時

会
場

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
中

会
議
室
（
昇
町
３
―
１
０
１
）

募
集
人
員

入
門
コ
ー
ス
40
人
、
中

級
・
上
級
コ
ー
ス
各
10
人
（
申

込
先
着
順
）

受
講
料
（
２
か
月
分
前
納
制
）

月
額
２，

５
０
０
円

※

別
に
入
会
金
１，

０
０
０
円
と
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

講
師

李り

霜
華

そ

う

か

さ
ん
（
福
岡
漢
語
学
院

学
院
長
）

申
込
方
法

３
月
25
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
久
保

お

お

く

ぼ

�
（
573
）
０
０
８
８

春日市役所（�584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

t

あ
か
お
に

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

玲

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

w
ild

克
典

ペ
ン
ネ
ー
ム

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
共
働
き
家

庭
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
を
安

全
に
、
そ
し
て
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の

施
設
で
、
市
内
の
全
小
学
校
に
あ
り
ま

す
。こ

の
ク
ラ
ブ
の
利
用
方
法
や
内
容
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

初
め
て
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、当
日
は
保
育
室
も
あ
り
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
４
日
�

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
　
午

前
９
時
30
分
〜
）

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
６
―
24
）

対
象

小
学
新
１
〜
３
年
生
の
子
ど
も

を
持
つ
共
働
き
な
ど
の
家
庭

問
い
合
わ
せ
先

毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー

�
（
581
）
５
６
１
４

※

駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

車
で
の
来
場
は
で
き
る
だ
け
控
え
て

く
だ
さ
い
。

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

中
国
語
実
用
会
話
講
座

受
講
生
募
集

高
脂
血
症
予
防
に
つ
い
て
、
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

３
月
１
日
�

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

講
師

竹
野

た

け

の

文
洋

ふ
み
ひ
ろ

さ
ん
（
た
け
の
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

健
康
講
演
会

△日の出小学校のコスモクラブの様子
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レーザー光線で遠くのものを指し示すことができる「レーザーポインター」をご存知ですか。
これは、通常、講演会などで指示棒代わりに使用されるものですが、ここ数年、キーホルダーとして販売されるなど
小中学生に人気の遊び道具となっています。
ところが、この光線は、目に入ると太陽の１００倍もの刺激を与え、網膜がやけど状態になって視力を低下させる危
険性をもっています。
そのため、子どもが知らずにこれを使用し、誤って他人や自分の目を傷つける事故が最近多く発生しています。
家庭や地域で、子どもたちがレーザーポインターを持っているのを見かけた場合は、絶対に人に向けて遊ばないよう
注意してあげましょう。 （社会教育課）

（
前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
）

昔
々
あ
る
所
に
、
仕
事
の
役
割
を
交

代
し
た
お
婆
さ
ん
と
お
爺
さ
ん
が
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
お
爺
さ
ん
が
川
で
洗
濯
中

に
拾
っ
た
大
き
な
桃
か
ら
、
女
の
子
が

誕
生
。
「
桃
子
」
と
名
付
け
ら
れ
、
自

然
の
中
で
の
び
の
び
と
育
ち
ま
し
た
。

や
が
て
成
長
し
た
「
桃
子
」
は
、
村

を
襲
う
悪
い
鬼
を
懲
ら
し
め
る
た
め
、

仲
間
と
と
も
に
鬼
が
島
へ
。

と
こ
ろ
が
、
鬼
が
島
の
鬼
た
ち
は
、

働
き
す
ぎ
が
原
因
で
、
攻
め
て
き
た「
桃

子
」
た
ち
に
立
ち
向
か
う
気
力
な
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
…
。

そ
し
て
、
数
日
が
経
過
し
ま
し
た
。

籠
城

ろ
う
じ
ょ
う

し
て
い
る
男
鬼
た
ち
の
中
に
は
、

だ
れ
一
人
食
事
の
支
度
が
で
き
る
も
の

が
い
ま
せ
ん
。
大
体
、
虎
皮
の
腰
布

（
パ
ン
ツ
）

さ

え
自
分
で
は
用
意
で
き
な
い
者
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
す
。

お
偉
方
は
そ
の
ま
ま
姿
を
く
ら
ま
し

て
し
ま
い
ま
し
た
し
、
羅
城
門
に
遠
征

し
た
り
、
大
江
山
に
長
期
滞
在

（
た
ん
し
ん
ふ
に
ん
）

し
た
り

し
て
い
る
仲
間
も
援
軍
と
し
て
さ
ほ
ど

頼
り
に
な
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
次
第

に
、
城
内
に
絶
望
的
な
雰
囲
気
が
流
れ

出
し
ま
し
た
。

門
番
の
若
鬼
は
、
扉
一
枚
隔
て
た
向

こ
う
に
い
る
桃
子
に
向
か
っ
て
尋
ね
ま

し
た
。

「
ど
う
し
て
一
気
に
攻
め
て
来
な
い
ん

で
す
か
」

「
そ
れ
で
は
、
あ
な
た
た
ち
と
同
じ
に

な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
」

桃
子
は
そ
う
答
え
た
だ
け
で
し
た
。

「
そ
れ
よ
り
、
あ
な
た
は
な
ぜ
私
を
倒

そ
う
と
し
な
い
の
。
今
な
ら
、
私
一
人

な
の
に
」

「
・
・
・
・
俺
、
そ
う
い
う
こ
と
、
あ

ん
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」

「
ふ
う
ん
・
・
・
・
。
あ
な
た
も
大
変

な
の
ね
」（
注
１
）

桃
子
は
茜
色

あ
か
ね
い
ろ

に
染
ま
り
ゆ
く
夕
空
を

仰
い
で
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
に
、
桃
子
に
月
の
も
の
が

来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
桃
子
は
休
み
を

と
っ
て
前
線
か
ら
退
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
「
だ
か
ら
女
は
」
な
ど
と
顔
を
し

か
め
る
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
一
行

の
中
に
は
、
途
中
で
、
家
庭
や
地
域
の

事
情
で
村
に
戻
る
者
や
、
連
れ
合
い
と

交
替
す
る
者
も
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
す
べ
て
前
提
と
し

て
、
し
な
や
か
に
組
織
が
運
営
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。（
注
２
）

（
つ
づ
く
）

解
説

（
注
１
）
「
ら
し
さ
」
に
よ
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
規
範
は
、
男
性
の
多
様
性
を
も
封

じ
込
め
て
し
ま
い
ま
す
。
「
女
性
問
題

は
男
性
問
題
で
も
あ
る
」
と
言
わ
れ
る

ゆ
え
ん
で
す
。

（
注
２
）

効
率
性
や
生
産
性
を
至
上

の
も
の
と
み
な
す
企
業
論
理
が
、
公
害

や
過
労
死
を
生
み
、
一
方
で
は
出
産
の

た
め
に
「
戦
線
を
離
脱
」
す
る
女
性
を

職
場
か
ら
排
除
し
て
き
ま
し
た
。
男
女

共
同
参
画
社
会
は
、
女
性
が
「
男
並
み
」

に
働
く
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
長
時
間
労
働
を
当
然
視
し
、

家
庭
よ
り
も
仕
事
を
優
先
す
る
こ
と
を

無
条
件
に
要
求
す
る
現
在
の
「
労
働
」

の
あ
り
方
、
ひ
い
て
は
、
そ
れ
を
許
容

す
る
社
会
的
風
土
自
体
の
変
革
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

現
代
風
桃
太
郎�

　
　
「
桃
子
の
挑
戦
」�

交
通
事
故
や
転
落
事
故
な
ど
に
よ
る

脳
の
後
遺
症
に
悩
ん
で
い
る
人
の
た
め

の
講
演
会
で
す
。

日
時

２
月
24
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
６
Ａ

Ｂ
会
議
室（
原
町
３
―
１
―
７
）

講
師

福
井

ふ

く

い

仁
士

ま

さ

し

さ
ん
（
日
本
脳
神
経

外
科
学
会
会
長
）

問
い
合
わ
せ
先

木
あ

べ

き

�
（
585
）
５
１
８
９

●
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
で
納

め
る
方
法
）

２
月
分
と
３
月
分
の
２
か
月
分
の
保

険
料
が
、
２
月
に
受
け
取
る
年
金
か
ら

引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

●
普
通
徴
収
（
納
付
書
で
納
め
る
方
法
）

２
月
28
日
�
は
第
５
期
（
２
月
分
）

の
納
期
限
で
す
。
銀
行
、
市
内
の
郵
便

局
な
ど
の
金
融
機
関
、
市
役
所
窓
口
で

忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
で

普
通
徴
収
の
人
は
、
口
座
振
替
を
利

用
す
る
と
納
め
忘
れ
も
な
く
便
利
で
す
。

各
金
融
機
関
、
市
役
所
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
「
納

付
書
」「
通
帳
」「
印
か
ん
（
届
出
印
）」

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課

12
月
に
行
っ
た
建
設
工
事
の
入
札
結

果
（
工
事
金
額
５
千
万
円
以
上
）
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

春
日
西
中
学
校
プ
ー
ル
改
修
工
事

工
事
期
間

平
成
12
年
12
月
25
日
〜
平

成
13
年
４
月
27
日

契
約
金
額

６
０
３
７
万
５
千
円

工
事
業
者

㈱
キ
ム
ラ
建
設

（
財
政
課
契
約
担
当
）

そ

の

他

脳
外
傷
友
の
会
ぷ
ら
む

講
演
会
「
脳
に
つ
い
て
」

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
の
人
）
の
介
護
保
険
料
の

徴
収

市
が
行
う
建
設
工
事
の

入
札
結
果

（
し
ゅ
っ
ち
ょ
う
）
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春日市役所（�584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

簡
単
に
で
き
る
、
余
分
な
油
の
少
な

い
ヘ
ル
シ
ー
な
一
品
で
す
。

材
料
（
４
人
分
）

▽
鶏
も
も
肉
　
１
枚
（
約
３
０
０
ｇ
）

▽
タ
マ
ネ
ギ
　
中
１
個
▽
レ
タ
ス
　
２

〜
３
枚
▽
ト
マ
ト
　
中
１
個

調
味
料

▽
ソ
ー
ス
　
大
さ
じ
１
▽
し
ょ
う
油

大
さ
じ
１
▽
ケ
チ
ャ
ッ
プ
　
大
さ
じ
１

▽
砂
糖
　
大
さ
じ
１
▽
赤
ワ
イ
ン
　
大

さ
じ
１
▽
酢
　
大
さ
じ
１
▽
サ
ラ
ダ
油

大
さ
じ
１

作
り
方

①

鶏
も
も
肉
は
一
口
大
の
そ
ぎ
切
り
、

タ
マ
ネ
ギ
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

②

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
大
さ
じ
１
を
ひ

き
、
肉
の
両
面
に
焦
げ
目
が
つ
く
ま

で
焼
い
て
、
い
っ
た
ん
皿
に
取
り
出

す
。

③

フ
ラ
イ
パ
ン
に
残
っ
た
余
分
な
油

を
捨
て
、
そ
の
ま
ま
タ
マ
ネ
ギ
を
い

た
め
る
。
し
ん
な
り
し
た
ら
、
調
味

料
と
②
の
肉
を
加
え
、
５
〜
６
分
焦

げ
付
か
な
い
よ
う
に
弱
火
で
煮
詰
め

る
。

⑤

レ
タ
ス
と
ト
マ
ト
を
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
切
り
、
④
に
添
え
る
。

※

付
け
合
わ
せ
は
、
季
節
の
野
菜
を

ゆ
で
た
り
い
た
め
た
り
し
た
も
の
で

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

一
人
分
熱
量

１
６
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。

縦
覧
期
間

３
月
１
日
�
〜
21
日
�

（
平
日
の
み
）

縦
覧
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所

税
務
課
（
市
役
所
１
階
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
来
庁
す
る
人
の
印
か
ん

▽
代
理
人
の
場
合
は
所
有
者
か
ら
の
委

任
状

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

＝
先
方
へ
の
電
話
は
、
２
月
15
日
以
降

に
お
願
い
し
ま
す
＝

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

●
象
印
空
気
清
浄
器
エ
ア
ブ
リ
ー
ズ
▽

幅
42
・
５
㎝
、
奥
行
き
16
㎝
、
高
さ

41
・
５
㎝
▽
６
千
円
●
ア
ル
イ
ン
コ
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
ャ
ー
コ
ロ
コ
ロ
▽
２
千
円

●
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
▽
３
千
円
●
ス
ー

パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
（
本
体
）
▽
新
品
▽

中
古
ソ
フ
ト
２
本
付
き
▽
４
千
円
●
コ

イ
ズ
ミ
・
１
ド
ア
冷
蔵
庫
（
47
�
）
▽

幅
44
・
５
㎝
、
奥
行
き
45
・
９
㎝
、
高

さ
49
・
７
㎝
▽
製
氷
皿
１
枚
付
き
▽
５

千
円
▽
田
中

た

な

か

�
（
584
）
１
０
１
１
（
午

後
の
み
）

●
屋
外
用
布
団
干
し
（
開
閉
式
）
▽
ス

テ
ン
レ
ス
製
●
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
▽

体
長
１
ｍ
以
上
●
回
転
式
座
イ
ス
（
籘

製
）
▽
い
ず
れ
も
千
円
ぐ
ら
い
で
▽
上う

え

村む
ら

�
（
591
）
５
４
７
２
（
午
後
の
み
）

●
ナ
シ
ョ
ナ
ル
電
気
敷
毛
布
▽
シ
ン
グ

ル
サ
イ
ズ
▽
洗
濯
可
▽
千
円
●
ア
ニ
メ

ビ
デ
オ
▽
デ
ィ
ズ
ニ
ー
（
バ
ン
ビ
、
ダ

ン
ボ
ほ
か
２
本
）
▽
赤
毛
の
ア
ン
▽
各

５
百
円
●
く
も
ん
ビ
デ
オ
「
は
じ
め
て

の
英
語
」
▽
１
〜
３
巻
▽
全
部
で
２
千

５
百
円
●
Ａ
Ｂ
Ｃ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

▽
ア
ー
リ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ッ
ド
パ
ブ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
製
▽
13
㎝
×
19
㎝

▽
３
〜
７
歳
児
用
▽
５
百
円
▽
豊
福

と
よ
ふ
く

�

（
584
）
２
５
０
０

【
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
】

●
ス
キ
ー
板
（
１
０
０
〜
１
１
０
㎝
）

●
ス
キ
ー
靴
（
19
〜
20
㎝
）
●
ス
ト
ッ

ク
▽
い
ず
れ
も
無
料
で
▽
篠
原

し
の
は
ら

�（
593
）

８
３
１
３

●
幼
児
用
ビ
デ
オ
「
こ
ど
も
ち
ゃ
れ
ん

じ
」
の
「
ぷ
ち
ぽ
け
っ
と
」
▽
１
本
百

円
▽
森
本

も
り
も
と

�
（
586
）
２
３
３
７

●
美
顔
器
▽
あ
ま
り
古
く
な
い
も
の
▽

無
料
か
安
価
で
▽
盛
永

も
り
な
が

�
（
585
）
７
２

０
２

●
宝
幼
稚
園
の
制
服
（
女
児
用
）、
帽

子
、
カ
バ
ン
、
体
操
服
ほ
か
▽
無
料
で

▽
住
田

す

み

だ

�
（
593
）
５
４
７
５

《
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
は
》

■
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
（
と
く
名
は

不
可
）、
電
話
番
号
、
品
物
名
（
色
、

サ
イ
ズ
、
特
徴
な
ど
詳
し
く
）
、
有

料
・
無
料
の
別
（
有
料
の
場
合
は
１
万

円
を
上
限
と
す
る
希
望
価
格
）
な
ど
を

書
い
て
市
役
所
秘
書
広
報
課
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

※

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
た
め
の
伝
言
板
で
す
。
営

利
目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。な

お
、
品
物
の
引
き
取
り
方
法
や

ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
直
接
当
事

者
間
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
人
権
養
護

委
員
協
議
会
に
よ
る
、
弁
護
士
無
料
法

律
相
談
で
す
。

日
時

３
月
８
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室
（
筑
紫
野
市
二
日
市
６
７

４
―
１
）

申
込
方
法

２
月
20
�
日
午
前
８
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

（
先
着
５
人
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

�
（
922
）
２
８
８
１

固
定
資
産
課
税
台
帳
を

お
見
せ
し
ま
す

市報かすが２月１日号７ページ、「パソコン無料講習会」のＩ

Ｔ講習会日程・注１の時間帯に誤りがありました。

おわびして訂正します。

午後は１時～４時

午後は１時30分～４時30分

誤

正

無
料
法
律
相
談

おわびと訂正
パソコン無料講習会の時間帯

\
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市
報
の
原
稿
を
書
く
と
き
、
あ
る
意

味
で
一
番
大
変
な
の
が
こ
の
”散
歩
道
“

で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
は
取
材
し
た
内

容
を
基
に
書
い
て
い
け
ば
よ
い
の
で
す

が
、
散
歩
道
に
は
基
に
な
る
も
の
が
あ

り
ま
せ
ん
。
何
に
つ
い
て
書
い
て
も
よ

い
と
い
う
の
は
、
気
楽
な
よ
う
で
意
外

と
大
変
。
テ
ー
マ
が
決
ま
ら
な
い
と
き

は
本
当
に
ど
う
し
よ
う
か
と
頭
を
か
か

え
て
し
ま
い
ま
す
▼
散
歩
道
は
、
広
報

担
当
の
３
人
で
順
番
に
書
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
市
報
は
月
２
回
の
発
行

な
の
で
、
１
か
月
半
に
１
回
の
割
合
で

自
分
の
番
が
ま
わ
っ
て
き
ま
す
。
前
も

っ
て
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
じ
っ

く
り
構
想
を
練
っ
て
…
と
い
う
の
が
理

想
で
す
が
、
現
実
は
と
ん
で
も
な
い
。

い
つ
も
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
手
も
つ
け
ず
、

自
分
の
番
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
た
ふ
り

を
し
て
い
ま
す
。
他
の
二
人
か
ら
「
散

歩
道
ま
だ
〜
？
」
と
し
き
り
に
催
促
さ

れ
て
、
大
あ
わ
て
で
書
き
始
め
る
の
が

毎
度
の
こ
と
▼
と
き
ど
き
、
市
民
の
方

か
ら
「
散
歩
道
、
い
つ
も
読
ん
で
い
ま

す
」
と
い
う
ハ
ガ
キ
を
頂
き
ま
す
。
と

て
も
う
れ
し
い
と
同
時
に
、
せ
っ
か
く

読
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
の
に
、
こ
ん
な

こ
と
で
は
い
け
な
い
と
深
く
反
省
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
で
も
、
今
回
も
ま
た
反
省

は
生
か
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
う
し
、

次
回
こ
そ
…
。

（
伊
）

散
歩
道
あ
れ
こ
れ

u３月21日�・４月18日�u10～
16時u市役所２階市民相談室u定
員15人（抽選）u希望者は８時50
分までに市役所２階秘書広報課広報
広聴担当窓口へ（９時に抽選を行い
ます）

u３月７日�u13～16時u春日市
商工会u受付は13～15時（先着６
人）u１人30分程度u�（５８１）
１４０７

u毎週金曜日u13～16時u県民相
談室（県庁内）u�（６５１）１２
３４u電話予約が必要（先着６人）

u天神法律相談センターu毎週月～
土曜日10～16時（土曜日は12時30
分まで）u夜間相談（月・水・金曜
日16～19時）u�（７４１）３２
０８u電話予約が必要u１人30分
程度で料金は５，２５０円

u月～金曜日u９～17時30分u県
看護等研究研修センターu�（７３
３）８４００

u毎週月～金曜日u市役所子ども未
来課

u毎月第２・４火曜日u10～16時
u市内各保育所

u毎週水曜日u10～15時u春日市
社会福祉センター４階u�（５８１）
７２２５

u３月６日�u10～15時u家庭、
学校、近隣などの人権問題u市役所
２階市民相談室u市役所人権女性政
策課

u人権、女性差別、労働差別などu
福岡法務局筑紫支局u�（９２２）
２８８１

u毎週月～金曜日u９～17時u県
交通事故相談所（県庁内）u�（６
２２）０４０３

u３月12日�・４月10日�u13時
～16時u�日弁連交通事故相談セ
ンターu�（７４１）３４５２

u毎週月～金曜日u９時30分～16
時40分u日本損害保険協会自動車
保険請求相談センターu�（７１３）
７３１８u電話相談も可

u毎月第１・３木曜日u13～16時
u県県民相談室（県庁内）u�（６
５１）１２３４u電話での予約が必
要

u毎週月・木曜日u10～15時u市
役所２階市民相談室

u毎週月～金曜日u18～20時u福
岡県司法書士会u�（７２２）４１
３１u一般相談（月～金曜日13～
16時）も行っています

u毎週月曜日u13～17時u夫や恋
人からの暴力などu�（５０１）１
３１１

u月曜日を除く毎日u９時30分～
16時uあすばる相談室（県クロー
バープラザ内）u�（５８４）１２
６６u専門相談（法律・健康など）
は月１～２回で予約制

u24時間いつでも可u福岡いのち
の電話u�（７４１）４３４３

u毎週月・水・金曜日u８時30分
～17時uヤングテレホン（春日市
役所内）u�（５８４）１１４０

u月～金曜日９～18時・土曜日９
～13時u福岡いのちの電話u5
（７２１）４３４３

u月曜日を除く毎日u９～16時u
シルバー１１０番（県クローバープ
ラザ内）u指定曜日に法律・医療・
年金の専門相談（予約制）もありま
すu�（５８４）３３４４

u法律・年金・福祉・税金・労働・
行政・職業などから毎日１～３種類
の相談を実施u受付10～17時（例
外あり）u天神岩田屋お客様サロン
（�781－7830）u問い合わせ九州
管区行政監察局（�473－1100）

u法律相談（第1・3・5木曜、第３
金曜日）、税務相談（第1・3・5火
曜日）、公的年金相談（第2・4木曜
日）、貯蓄相談（第2・4火曜、第３
月曜日）、介護相談（第2・4金曜日）
u福岡大名暮らしの相談センターu
�（721）6496u電話予約が必要

市無料法律相談（月１回）

商工会無料法律相談

県庁無料法律相談

有料法律相談

子ども・家庭110番

家庭児童相談

心配ごと相談

特設人権相談（月１回）

人権相談

県交通事故相談

交通事故電話相談

消費生活相談

小・中学生のための悩み電話相談

聴覚障害者のためのFAX悩み相談

くらし・行政なんでも相談

高齢者のための相談

暮らしの相談

交通事故相談

不動産相談

子育て相談

不安・悩み電話相談

このコーナーの詳しいことは、各窓口に、お尋ねください。

クレジット・サラ金電話相談

かすが女性ほっとライン

女性のための総合相談
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市の人口
※　市報かすがは森林資源を守るため古紙配合率80%の再生紙を使用しています。
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災害に対する危機感を常に高めておこうと、１月21日、日の出町と桜ケ丘の地区住民が合同で防災訓練を行いました。
これは、阪神・淡路大震災を機に定められた「防災とボランティア週間（１月15日～21日）」にちなんだもの。
集まった住民約２００人が、８班に分かれて約１時間、災害が発生すると危険と思われるところがないか、地区内を
歩いて点検して回りました。
両地区は、土地が低く、水害発生の危険性の高いところだけに、参加者は真剣そのもの。それぞれ自分が気づいた危
険箇所を地図に熱心に書き込んでいました。
両地区の自治会長は「この日の調査結果は、これから地区ごとに取りまとめ、地区独自の防災マップづくりに生かし
たい」と張り切っていました。

ＪＲ春日駅近くの市道脇に小さな公園「ポケットパーク」があ
るのをご存じですか。
列車の音を遮るつい立てとベンチ、庭石、植え込みなどがこじ
んまりと配置されたわずか10坪ほどの公園です。
このほど、冬枯れでちょっと寂しくなった植え込みの中に、パ
ンジーや金魚草など４種類の花の苗がたくさん植えられました。
手伝ってくれたのは、すぐ近くにある春日原保育所の職員の皆
さん。おかげで、文字通り花が咲いたように公園がパッと明るく
なりました。
皆さんも散歩のついでに、ちょっと立ち寄ってみませんか。

ホームページアドレス（URL）http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

モデルさんには、
写真をさしあげます。
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